







On a Method for Analysis of Wettability by Liquid 
Masaki IMACH1 and Lin ZHAO 
(Receivcd Aug. 28， 1992) 
The equation due to a new concept for the spreading of a liquid drop on the solid 
surface is proposed2) using a interaction between liquid and solid as the driving force in-
stead of the surface tensionγtJ of Young's equation. 1n the present report， itis confirmed 
that this concept is proper by applying thc proposed equation for the analysis of the 
relation betweell the components of surface tension of liquid or solid and the wet.ability 
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Fig.l A sessile drop on plane solid surface 
おり 2)、そこにおいて(1 )式は、固体面も含めた系全体の表面・界面張力を包含した関係式であ
るのに対して、液滴に作用する力のみの平衡関係から(2 )式が考えられることを示した。(2 ) 
式における drivingforceは、園液聞の相互作用力Aと考えている。
6.アL cos e + (7 L -6. ) ( 2 ) 
これを(1 )式と形式の上で対応させるため、6.=ア与、 7L-6.=7与しとおくと、 ( 2 )式は
( 3 )式のように表わされる。
7与=7 L cos e + ア与し ( 3 ) 




の関係を(2 )式を用いて解析し、 ( 1 )式をもとに解析した場合3)と比較検討した。
2.液滴のぬれに関する表面張力的解析




















Fig.2 Interactive force (6.) and surface tensions 















75 = d， + (75 -6) (4) 
( 4 )式と(2 )式を辺々相加えれば(1 )式となる。
( 1 )式においては、 ( 2 )式に加えて(4 )式の国体側の条件が含まれるので、 ( 2 )式と
( 1 )式とではその物理的意味が異なっている。
3.液滴のぬれに及ぼす表面張力成分の彰響
同一国体面上に表面張力(7 L )の異なる液滴をのせて、そのぬれ性(cos D )を求め 7しに対




















( 5 ) 
( 6 ) 
( 7 ) 
7 SA= 7 So.A 
7SB= 7品+7品
7sc= ア&十ア~c+ ア&
( S A) 
( S B ) 
Aタイプ
Bタイプ国体
( 8 ) 















( 1 1 ) イ7&7': 〆 7~ 7~ 十十イ7so. 7 Lo.d:. 
となる。
( 2 )式を変形すれば次式が得られる。いま、
( 1 2 ) 
これより同一表面張力でのぬれ性 cosfJを液滴のタイプで比較しようとするなら、それはAの大
小によって定まることがわかる。また上述のごとく臨界表面張力アCR とは、 ~ose = 1におけるアし
??2d:./7L cos θ 
の値であるが、これは(2 )式より





( 14 ) 
( 1 5 ) 
































( 1 4 )、 ( 1ち)式中のOはその成分が元から存在しないことを示すものである。この場合、
例えば(1ち)式におけるアおのようなOの相手となる成分は相互作用に寄与しない無効成分とな
る。
ここでは液体の表面張力が互いに等しい場合のぬれを比較するのであるから、 7LA=7LB= 7LC 
とおけば、
7 LQ.A 7 LQ.S + 7品 =γLQ.C+7 C'c+ア& ( 1 7 ) 
となる。
先ずAタイプ液体に関する(1 4 )式と Bタイプ液体の(1ち)式についてその相互作用Aの大
きさを比べれば、無効成分を含まないAタイプの方のAが大きい。よってつぎの関係が成立する。
ム (SA:LA)>~(SA:LB) (18) 
2成分から成る Bタイプ液体と 3成分から成る Cタイプ液体の比較においては、二つの無効成分
を有する後者において、無効成分の割合がより大きい可能性が高い。その場合は
ム (SA:LB)>~(SA:LC) (19) 
となるであろう。以上の結果をまとめれば





ム (SB:LA)= イア品7LQ.A +イア品・ o ( 2 1 ) 
ゐ (SB:LB)= ゾア品ア品 + tIァ&ア品 ( 22) 
~(SB:LC)= イア品アLQ.C +イア品ア品 +イ 0・7LC ( 2 3 ) 








β(SC:LA)= イアsQ.c7品 +イ 7~c .o + 1' 7 rfc'o ( 2 5 ) 
β(SC:LB)= イァ&ア品十イ 7~c7お+〆 7rfc'o ( 26) 
β(SC:LC)= イァ~c7 LQ.C +イア~c7凸 +〆 7rfc・7ふ ( 27) 
上の 3 式において、無効成分の存在しない~(SC:LC) が最も大であり、つぎに~(SC:







( 1 )式をもとにした解析も可能な筈である。なぜならば、先に述べたように(1 )式は、 ( 2 ) 
式と(4 )式を結合したものであって、 ( 2 )式を包含しているからである。
( 1 )式をもとにした解析については過去に報告3)があり、そこでは液体のタイプによって 7恨
の大小関係がどう変わるかを界面張力 15Lの大小で比較検討している。なお、界面張力は(1 1 ) 
式の&を用いると次式で示される。
75L= 75十IL-2~ ( 2 9 ) 
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